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5万分の1地質図幅の新刊
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5万分の1地質図幅

地域地質研究報告
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黒帯構造を作る傾向のある深成岩であるカミここでは

その小岩体が見事な黒帯深成岩体を形成している･

手取層鮮は海成層に始まり厚い陸成層が重なる.

北陸層群ではグリｰンタフ火山活動に先行する広域

沈降と水域形成のあとをここでたどることカミできる･

更に飛騨変成岩類の中に溶結凝灰岩を伴う小火山活動

カミ見いだされた.時代は未詳ながら飛騨変成岩類地

域では初めてである.

本地域は岐阜･富山県境の険峻な山地からなり大

方は過疎の地域である･しかしこの地域中南部には

跡津川系の危険な活断層が走り北酉部第三紀層地域は

また本邦有数の地すべり地域でもある･基盤災害へ

の配慮の必要なことは言うまでもない.

本地域は古くは本邦最古の基盤岩飛騨変成岩類

の最大の岩体宮川岩体の大半をおさめ中生代に至っ

ては飛騨変成岩類に密接に分布する船津花商岩類手

取層鮮の小露頭も含み新生代では新第三紀北陸層灘

初期の火山活動･堆積作用の証拠を広く留めその概要

は別表のとおりである.

飛騨変成岩類では本邦で初めてRb-Sr全岩アイ

ソクロン年代で先カンブリア時代の存在カミ確かめられた.

構造的にもかつて予想されたベイスン･ドｰム構造と

いうより北東一南西に走る岩層と南北に軸を持った摺

曲構造が強調されている.船津花岡岩類はもともと
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